





（Psalterium Romanum（PsRom））の一節である。ここには in uia recta（真っ
直ぐな道に）という表現が見出される。
(1) pes enim meus stetit in uia recta in ecclesiis benedicam Dominum. (PsRom 
25:12)1）
 （我が足が真っ直ぐな道に




Gallicanum（PsGall））における (1) に対応する箇所である。(1) の in uia 
rectaの代わりに in directo（真っ直ぐに）が用いられていることに気付く。
(2) pes meus stetit in directo in ecclesiis benedicam te Domine (PsGall 25:12)2）
 （我が足は真っ直ぐに




する箇所では、in uia rectaまたは in directoに対して（注解が与えられてい
ないHを除いて）、何らかの注解が与えられている。すなわちA～Eでは (1)
の in uia rectaが、次の (3) におけるように、前置詞 on（Aでは in）に支配
された weg（道）と（Aと Cでは定冠詞付きの）riht（真っ直ぐな）によっ
て訳されている。
(3) fet soðlice min stod on wege þan rihtan . . . (PsGlC 25.12)
また Fおよび Iの二重注解の一方では、(2) の in directoが、以下の (4)(5)
におけるように、それぞれ onに支配された riht（真っ直ぐなもの）、
rihtung（真っ直ぐにすること）によって訳されている。
(4) eart min stod on rihte . . . (PsGlF 25.12)
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(5) fot min stod on rihtum wege ł on rihttinge . . . (PsGlI 25.12)
　注目すべきは、上記 (5) の最初の注解および以下の (6)～(8)、すなわち G, 
I, J, Kでは、(2) の in directoを訳すのに、A～Eにおけると同様に、onに
支配された wegと（Gと Jでは定冠詞付きの）rihtが用いられていること
である。
(6) fot min stod on þam rihtan wege . . . (PsGlG 25.12)
(7) fot min soþlice stod on þam rihtan wege . . . (PsGlJ 25.12)
(8) fot min stod on wege rihtan . . . (PsGlK 25.12)
　本稿では、(2) の in directoの訳としてこれら (5)～(8) に見られる「真っ
直ぐな道に」の意味の注解が不適当であることを明らかにしたい。
　先ず in directoというラテン語表現についてより詳しく見てみよう。
　この句にある名詞 directumは、次の (9) において対格形で inに続き「真っ
直ぐに」の意味を表すごとく、「直線」（‘a straight line’）4）の意味を持つ。
(9) nec enim exire nisi per devexum potest diu inclusa, nec in directum cadere 









(10) ab eo leges iubent in directo pedum VIII esse uiam, in anfracto XVI, id est in 
flexu. (VARRO ling. 7, 15)6）
 （これ［｢湾曲」という語］について法令は、道は直線部で
4 4 4 4
歩尺、
湾曲部、すなわち曲がっている所で16歩尺であることを定めている ｡）
(11) verum si inopia loci aesculus defuerit, in tenuissimos axes quercus secetur, et 
primum in directo iactatis axibus, sequentibus in transverso stratis, binis 









(12) elidito iumentum et in brachiolo venam extantem quo loco invenies, cutem 
contra se in directo venae ad duos digitos aperies et venam diplancistrode 
inter nervos nimia subtilitate relevabis et . . . (CHIRON 100)8）
 （駄獣を倒し、大腿部の筋においてその部分［肥大した腺］から浮き
出た血管を見つけたら、その上の皮膚を、血管に沿って真っ直ぐに




(13) Auferuntur enim iudicia Dei ab huiuscemodi anima ne ultra respicere se 
queat ut in directo iudiciorum Dei uideat abyssum multam sed ea solummodo 
quae sunt cecitatis semper orbata lumine conclusa sub confusione sua sentiat. 
(PASCHASIUS RADBERTUS Expositio in Lamentationes Hieremiae 3, 6)9）
 （そのような魂からは神の「裁きは取り上げられる」［詩篇9:26］ので、
神の裁きに沿って真っ直ぐに




ここで注意すべきは、(10) における in directoの用法と、(11)～(13) におけ







　先ず以下は Cassiodorus（583没）11）が (1) を解釈した一節だが、当然のこ
とながら「真っ直ぐな道に」という表現に基づいた解釈──それは神の命
令のうちに、ということであるという──が述べられている。
 Pes enim meus stetit in uia recta; in ecclesiis benedicam Dominum. Inter 
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concutientes haereses et mundi grauiter saeuientes angustias, hoc bene uir 
catholicus profitetur, quia pes eius immobilis perdurauit; qui licet importunis 
tribulationibus fluctuet, in parte fidei nescit quibuslibet necessitatibus 
commoueri. . . . In uia recta, hoc est in mandatis tuis, quae recta sunt et 













 Pes meus stetit in directo. Nosti, inquit, quemadmodum a recti tramite 






 Qui bene sum aptus cujus miserearis, quia ‹meus pes,› id est, afflictio mea 
‹stetit,› id est, firmiter permansit ‹in directo,› id est, in alto loco: vel in 
directo, id est, in Christo. Alia enim translatio in via recta: Christus enim 
dicit: ‹Ego sum via, veritas, et vita (Joan. XIV).› Vel ‹in directo,› id est, in 
ordine catholico, et ‹te etiam, Domine, benedicam in ‹[sic]ecclesiis› scilicet, 












 Sic etiam proficere in sancta conversatione, et ascendere per gradus scalae 
quae Iacob apparuit, ac iuxta quod ait Psalmista, de virtute in virtutem ire 
desiderantes, saepius scandalum patimur a pede quodam pusillanimitatis et 
negligentiae nostrae, qui nimirum descendere magis ac remissius ire conatur; 
sed abscidi eum necesse est, ut pes gratiae, qui stat in directo, currere possit 
sine offensione, sine scandalo, sine impedimento. (In Commemoratione 







次の19世紀の注釈者 A. Bardaniの解釈における「真っ直ぐな山道」（callis 
directus）




次の20世紀の注解者 J. Niglutschの解釈における「真っ直ぐな道」（via 
recta）
 Sens.: mea agendi et conversandi ratio permanenter iusta et recta est. in 





心配のない、かつ平坦な道」（tuta ac secura via atque plan）
 Quare confidenter se tutam ac securam habere viam atque planam affirmat v. 









　なおM. Ml och19）, J. Ecker20）, G. Hoberg21）, A. Schulte22）, V. Thalhofer23）, A. 
Sleumer24）, A. Blaise25）も (2) の in directoを場所的な意味で捉えている。
　だが果たして (2) の in directoを場所的に解釈することは妥当なのであろ
うか。
　ここで詩篇25:12のギリシャ語原文、すなわち七十人訳聖書（LXX）に
おける対応箇所の (14) に目を転じてみよう。(1) の in uia rectaと問題の (2)
の in directoは、この箇所の ἐν εὐθύτητι（真っ直ぐに）に由来する。
(14) ὁ γὰρ πούς μου ἔστη ἐν εὐθύτητι· ἐν ἐκκλησίαις εὐλογήσω σε, κύριε. 
(Lxx Ps.25(26).12)26）
 （我が足が真っ直ぐに
4 4 4 4 4
立ったからである。集会において私は、主よ、
あなたを讃美するであろう。）
ギリシャ語 εὐθύτηςは次の (15) におけるように「真っ直ぐなこと」の意
味を持つ。
(15) Τέταρτον δὲ γένος ποιότητος σχῆμά τε καὶ ἡ περὶ ἕκαστον ὑπάρχουσα 








この語は次の (16) では前置詞 εἰςと共に「真っ直ぐに」の意味の副詞句を
構成する。
(16) καὶ λάρυγξ σου ὡς οἶνος ὁ ἀγαθὸς πορευόμενος τῷ ἀδελφιδῷ μου εἰς 
εὐθύτητα ἱκανούμενος χείλεσίν μου καὶ ὀδοῦσιν. (Lxx Ca.7.10)28）
 （あなたの喉は良い葡萄酒のよう。我が愛する人へ真っ直ぐに




(17) ὁ θρόνος σου ὁ θεὸς εἰς τὸν αἰῶνα τοῦ αἰῶνος, καὶ ἡ ῥάβδος τῆς 





では問題の (14) に見られる ἐν εὐθύτητιという表現の例を次の (18) に見て
みよう。
(18) Τοὺς μὲν εἰς τὴν οἰκοδομὴν ὑπάγοντας καὶ μὴ λατομουμένους, 
τούτους ὁ κύριος ἐδοκίμασεν, ὅτι ἐπορεύθησαν ἐν τῇ εὐθύτητι τοῦ 
κυρίου καὶ καταωρθώσαντο τὰς ἐντολὰς αὐτοῦ. (Herm.vis.3.5.3)30）
 （切り出されることなく建物に行くもの［石］たち、主はそれらが、
主の公正において
4 4 4 4 4 4
歩み、彼の命令を遂行したと確認した。）
(18) の ἐν εὐθύτητι は「公正において（をもって）」という意味で
πορεύεσθαι（歩む）を修飾し、様態の副詞句として用いられている
と考えられる。31）
　ところで (14)の ἐν εὐθύτητιは、ヘブライ語原文の （平らな地面に）ְבִמיׁשֺֹר
に対応するが、(14) のヘブライ語原典における対応箇所である詩篇26:12
の は、BDBにおいて「（障害物のない）平らな所、安全・安楽・繁ִמיׁשֺֹר
栄の場所の比喩」（‘level place (free from obstacles), fig. for place of safety, 
comfort, and prosperity’）32）の語義のもとに、また F. Zorellのヘブライ語辞
典においても、比喩的に用いられ詩または預言書の限られた散文のみに現
れる語彙として「（よろめいたり滑ったりする危険のない）平らな所また
は道」（‘locus s. via plana, ubi non est titubationis lapsusve periculum’）33）の語
義のもとに挙げられている。つまり (14) の ἐν εὐθύτητιに対応する原語表
現は場所的な意味で捉えられているのである。
　さらに C. G. Bretschneiderの新約ギリシャ語辞典では、εὐθύτηςの「真っ
直ぐなこと、真っ直ぐ、平らであること」（‘recta ratio, rectum, planum 
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esse’）の語義が挙げられたあと、続いて (14) および後に挙げる (31) につ
いて「真っ直ぐな道について」（‘de recta via’）の解釈が与えられてい
る。34）
　ならば先に見た in directoのごとく、ἐν εὐθύτητιも場所の副詞句として
──すなわち「真っ直ぐな所で（に）」の意味で──用いられることはあ
るのだろうか。
　この問いに答えるためには、LXXにおける (14) 以外の ἐν εὐθύτητιの
用例もすべて調べる必要がある。
　LXXにおいて ἐν εὐθύτητιは (14) の他に13箇所で現れるが、35）そのうち
以下の (19)～(23) の 箇所においては κρίνειν（裁く）を修飾する。
(19) καὶ αὐτὸς κρινεῖ τὴν οἰκουμένην ἐν δικαιοσύνῃ, κρινεῖ λαοὺς ἐν 
εὐθύτητι. (Lxx Ps.9.9)
 （彼は義をもって世界を裁き、公正をもって
4 4 4 4 4 4
諸国民を裁くであろう ｡）
(20) εὐφρανθήτωσαν καὶ ἀγαλλιάσθωσαν ἔθνη, ὅτι κρινεῖς λαοὺς ἐν 
εὐθύτητι καὶ ἔθνη ἐν τῇ γῇ ὁδηγήσεις. (Lxx Ps.66(67).5)
 （諸民族が喜び、歓呼するように。あなたが公正をもって
4 4 4 4 4 4
諸国民を裁き、
地の諸民族を導くであろうから。）
(21) εἴπατε ἐν τοῖς ἔθνεσιν ῾Ο κύριος ἐβασίλευσεν, καὶ γὰρ κατώρθωσεν 




4 4 4 4 4 4
諸国民を裁くであろう」。）
(22) ὅτι ἥκει κρῖναι τὴν γῆν· κρινεῖ τὴν οἰκουμένην ἐν δικαιοσύνῃ καὶ 
λαοὺς ἐν εὐθύτητι. (Lxx Ps.97(98).9)
 （［主は］地を裁くために来ているからである。彼は義をもって世界を、
公正をもって
4 4 4 4 4 4
諸国民を、裁くであろう。）
(23) καὶ διέπῃ τὸν κόσμον ἐν ὁσιότητι καὶ δικαιοσύνῃ καὶ ἐν εὐθύτητι 
ψυχῆς κρίσιν κρίνῃ, (Lxx Wi.9.3)
 （［人が］純潔と義をもって世界を司り、魂の公正をもって




これら 箇所の ἐν εὐθύτητιは、公正な裁きについて用いられていること
から、「公正において（をもって）」という意味の様態の副詞句であると言
える。36）
　以下の (24)～(31) は残りの 箇所であるが、ἐν εὐθύτητιは (24)～(27) の
箇所においては、「義」（δικαιοσύνη）、「誠実」（ἀλήθεια）ないしは「純
潔」（ὁσιότης）についての様態の副詞句と共に何らかの動詞を修飾する。
すなわち ἐν εὐθύτητιは、(24) では λατρεύειν（仕える）を ἐν δικαιοσύνῃ（義
をもって）と共に
(24) καὶ νῦν φοβήθητε κύριον καὶ λατρεύσατε αὐτῷ ἐν εὐθύτητι καὶ ἐν 
δικαιοσύνῃ καὶ περιέλεσθε τοὺς θεοὺς τοὺς ἀλλοτρίους, οἷς 
ἐλάτρευσαν οἱ πατέρες ὑμῶν ἐν τῷ πέραν τοῦ ποταμοῦ καὶ ἐν 








(25) では διέρχεσθαι（歩む）を ἐν ἀληθείᾳ καὶ ἐν δικαιοσύνῃ（誠実と義
をもって）と共に
(25) Σ ὺ ἐποίησας μετὰ τοῦ δούλου σου Δαυιδ τοῦ πατρός μου ἔλεος μέγα, 
καθὼς διῆλθεν ἐνώπιόν σου ἐν ἀληθείᾳ καὶ ἐν δικαιοσύνῃ καὶ ἐν 
εὐθύτητι καρδίας μετὰ σοῦ, καὶ ἐφύλαξας αὐτῷ τὸ ἔλεος τὸ μέγα 









(26) では πορεύεσθαι（歩む）を ἐν ὁσιότητι καρδίας（心の純潔をもって）
と共に
(26) καὶ σὺ ἐὰν πορευθῇς ἐνώπιον ἐμοῦ, καθὼς ἐπορεύθη Δαυιδ ὁ πατήρ 
σου, ἐν ὁσιότητι καρδίας καὶ ἐν εὐθύτητι καὶ τοῦ ποιεῖν κατὰ πάντα, ἃ 
ἐνετειλάμην αὐτῷ, καὶ τὰ προστάγματά μου καὶ τὰς ἐντολάς μου 
φυλάξῃς, (Lxx 3 Ki.9.4)
 （もしお前が、お前の父ダビデが歩んだごとく、心の純潔と公正をもっ






そして (27) では ποιεῖν（行う）を ἐν ἀληθείᾳ（誠実をもって）と共に




4 4 4 4 4 4
行われる。）
修飾している。よってこれら 箇所における ἐν εὐθύτητιは、共に用いら
れている副詞句と同様、様態の副詞句──「公正において（をもって）」の
意味の──として理解できる。37）
　残りの 箇所のうち (28)(29) の 箇所において ἐν εὐθύτητιは、それぞ
れ ἐξομολογεῖσθαι（感謝する）、δικαιοῦν（認める）を修飾するが
(28) ἐξομολογήσομαί σοι, κύριε, ἐν εὐθύτητι καρδίας ἐν τῷ μεμαθηκέναι 
με τὰ κρίματα τῆς δικαιοσύνης σου. (Lxx Ps.118(119).7)
 （あなたの義の裁きを学んだ時、主よ、私は心の公正をもって
4 4 4 4 4 4
、あな
たに感謝するであろう。）
(29) ᾿Εγὼ δικαιώσω σε, ὁ θεός, ἐν εὐθύτητι καρδίας, ὅτι ἐν τοῖς κρίμασίν 
σου ἡ δικαιοσύνη σου, ὁ θεός. (Lxx Ps.Sal.2.15)
 （私は、神よ、あなたを心の公正をもって






　では残りの 箇所の (30)(31) において ἐν εὐθύτητιがいかなる意味で用
いられているか見てみよう。(30) では τιθέναι（置く）を
(30) μὴ ζήτει γενέσθαι κριτής, μὴ οὐκ ἰσχύσεις ἐξᾶραι ἀδικίας, μήποτε 
εὐλαβηθῇς ἀπὸ προσώπου δυνάστου καὶ θήσεις σκάνδαλον ἐν 







(31) ἐξ ἄνθους ὡς περκαζούσης σταφυλῆς εὐφράνθη ἡ καρδία μου ἐν 
詩篇25:12における in directoの古英語訳について








(34) は (31) のラテン語訳である。(32) では「機転に」（in agilitate）、(33) で
は「公平に」（in aequitate）という抽象名詞を用いた表現へと、それぞれ
ἐν εὐθύτητιが訳されているのがわかる。
(32) noli quaerere fieri iudex nisi si valeas virtute inrumpere iniquitates ne forte 










従って (30) の ἐν εὐθύτητιは比喩的な「公正において」の意味で捉えられ
るべきである。40）(34) では「真っ直ぐな歩行を歩む」（ambulare iter rectum）
という表現が見られる。
(34) . . . ambulavit pes meus iter rectum a iuventute mea investigabam eam (Sir 
51:20)
 （……我が足は真っ直ぐな歩行
4 4 4 4 4 4 4
を歩み、私は我が若年より、それ［知恵］
を求めていた。）
よって (31) の ἐν εὐθύτητιは原義的な「真っ直ぐに」という意味の様態の
副詞句として用いられていると考えられる。41）
　以上から、問題の (14) のそれを別にすれば、LXXに現れる ἐν εὐθύτητι
はいずれも「真っ直ぐな所に（で）」という位置的な意味では用いられて
いないということがわかった。
　LXXの中で ἐν εὐθύτητιという形以外で εὐθύτηςが現れるのは、すでに
見た前置詞 εἰςと共に「真っ直ぐに」の意味で捉えられる (16) を除けば、
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以下の (35)～(42) の 箇所においてである。これらの箇所でも εὐθύτηςが
「真っ直ぐな所」という場所的な意味で用いられていないか確認しておこ
う。(35)～(37) においては ὁρᾶν（見る）の目的語として
(35) ὅτι δίκαιος κύριος καὶ δικαιοσύνας ἠγάπησεν, εὐθύτητα εἶδεν τὸ 
















(38) διηγήσομαι πάντα τὰ θαυμάσιά σου, ὅταν λάβω καιρόν· ἐγὼ 







(39) καὶ τιμὴ βασιλέως κρίσιν ἀγαπᾷ· σὺ ἡτοίμασας εὐθύτητας, κρίσιν καὶ 





(40) (41) においては属格形 εὐθύτητος（公正の）で先行する名詞を修飾し
て
(40) ὁ θρόνος σου, ὁ θεός, εἰς τὸν αἰῶνα τοῦ αἰῶνος, ῥάβδος εὐθύτητος ἡ 






(41) πολλὰ ἐζήτησεν ᾿Εκκλησιαστὴς τοῦ εὑρεῖν λόγους θελήματος καὶ 






そして (42) においては ἀγαπᾶν（愛する）の主語として、εὐθύτηςは現れ
ている。
(42) ᾿Αγαλλιασώμεθα καὶ εὐφρανθῶμεν ἐν σοί, ἀγαπήσομεν μαστούς σου 








　なお次の Theodotion によるダニエル書の翻訳の (43) において、
εὑρίσκεσθαι（見出される）の主語として現れる εὐθύτηςも「公正」の意
味で解すことができる。
(43) ὁ θεός μου ἀπέστειλεν τὸν ἄγγελον αὐτοῦ, καὶ ἐνέφραξεν τὰ στόματα 
τῶν λεόντων, καὶ οὐκ ἐλυμήναντό με, ὅτι κατέναντι αὐτοῦ εὐθύτης 







　ちなみに新約において εὐθύτηςは、すでに見た (17) ──詩篇44:7の引
用で (40) とほぼ同一 ──以外には見られない。
　これまで ～ を通じて、問題の (14) 以外の LXXにおける εὐθύτηςの
全22例── (16), (19)～(31), (35)～(42) ──を見てきたが、場所的な意味で
──「真っ直ぐな所」の意味で──用いられていると考えられる例はない
と言える。
　さて、(14) は Theodoretus Cyrrhensis（393頃 ‒458頃）により以下のよう
に解釈されている。
 ‹. . . Ὁ ποῦς [sic] μου ἔστη ἐν εὐθύτητι.› Τέως δὲ καὶ τούτοις συνὼν, τῇ 
τῆς πίστεως ἁπλότητι κέχρημαι, καὶ πάσης ἑμαυτὸν κακίας ἐχώρισα, 
κἂν τῇ τῆς εὐσεβείας εὐθύτητι τοὺς πόδας ἐρείσας, ἕστηκα τέως 
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ἀσφαλῶς καὶ βεβαίως. Ἀντιβολῶ δὲ εἰς τέλος ταύτην φυλάξαι τὴν 








固定させる」（τῇ τῆς εὐσεβείας εὐθύτητι τοὺς πόδας ἐρείδειν）──や様態




 Ὁ πούς μου ἔστη ἐν εὐθύτητι. Διότι ὁ πούς μου ἑδράσθη ἐν ὀρθότητι, 
τουτέστιν, Αἱ ὁδοί μου σκολιότητος ἀπέχονται· ὅπερ ὅμοιόν ἐστι τῷ, 




ここには「我が道は曲がっていることがない」（αἱ ὁδοί μου σκολιότητος 
ἀπέχονται）という場所的な記述も見られるが、それに先立って εὐθύτης
が様態を表す ὀρθότης「直立」（‘upright posture, erectness’）45）により言い換
えられている。
　よってこれら 人のギリシャ語による注釈者たちは、(14) の ἐν 
εὐθύτητιに場所的な意味を（少なくとも積極的には）認めていないと言
える。
　以上、問題の (14) のそれを除く LXXにおけるすべての εὐθύτηςの用例
の吟味、そして (14) への Theodoretusおよび Euthymiusによる解釈の分析
から、(14) の ἐν εὐθύτητιは場所的な意味で──「真っ直ぐな所に」の意味
で──用いられているのではないと認められる。故に(1)の PsRomの「真っ
直ぐな道に」（in uia recta）という訳は、実は意訳であるとわかる。




　T. Muraokaの旧約ギリシャ語辞典は、問題の (14) を εὐθύτηςの「（道徳的）
完全さ」（‘moral integrity’）の語義のもとに、「敬虔な者たちの」（‘of the 
pious’）と付記して挙げている。46）また A. Pietersmaは (14) を「我が足は真っ
直ぐに（公正において）立った。……」（‘My foot stood in uprightness; 




　では (14) の ἐν εὐθύτητιが「真っ直ぐに」と「公正において（をもって）」
のどちらの意味で用いられているか判断する手がかりを得るため、(14) を




（公平）である。(20)～(22), (27), (35)～(37) の 箇所の εὐθύτηςは、(44)～(50)
の aequitasへと訳されている。



































次いで (28)(39)(40) の 箇所の εὐθύτηςは、(51)～(53) におけるごとく
directio（廉直）へと訳されている。
















さらに (19)(38) の 箇所の εὐθύτηςを訳すのには、(54)(55) の iustitia（義）
が用いられている。









注目すべきは、以上の PsGallの12箇所では aequitas, directioまたは iustitia
が εὐθύτηςの「公正」の意味を表すのに用いられている一方で、問題の (2)
に見られる directumは 度も用いられていないことである。
　ちなみに以下の (56)(57) は、それぞれヨシュア記からの (24) と新約から




(56) Et nunc timete Dominum et deseruite ei in sanctitate et iustitia, . . . (VET. 










　ウルガータにおいて directumは、問題の (2) の他に、以下の (58)～(63)
の 箇所において現れる。49）この名詞はいずれも対格形で前置詞（inまた




(58) ibant autem in directum vaccae per viam quae ducit Bethsames et itinere uno 
gradiebantur pergentes et mugientes et non declinabant neque ad dextram 
neque ad sinistram (I Sm 6:12)
 （雌牛はベテシメシに通じる道を真っ直ぐに
4 4 4 4 4
行き、進み、鳴きながら
一本の道を歩み、右にも左にも逸れていなかった。）
(59) omnis vallis exaltabitur et omnis mons et collis humiliabitur et erunt prava in 
directa et aspera in vias planas (Is 40:4)
 （あらゆる谷は高められ、あらゆる山と丘は低められ、曲がったもの
は真っ直ぐなものに
4 4 4 4 4 4 4 4
、凹凸のあるものは平らな道に、なるであろう。）
(60) leva oculos tuos in directum et vide ubi non prostrata sis in viis sedebas 
expectans eos quasi latro in solitudine et polluisti terram in fornicationibus 
tuis et in malitiis tuis (Ier 3:2)
 （目を真っ直ぐに




(61) tonde capillum tuum et proice et sume in directum planctum quia proiecit 
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Dominus et reliquit generationem furoris sui (Ier 7:29)50）
 （頭髪を刈り、投げ捨て、哀歌を真っ直ぐに
4 4 4 4 4
上げよ。主は彼を憤らせ
た世代を拒み、見捨てたからである。）
(62) et plaga maris mare magnum a confinio per directum donec venias Emath 
haec est plaga maris (Ez 47:20)
 （海の側は、境界から真っ直ぐ
4 4 4 4
エマトに至るまでの大海であり、これ
が海の側である。）
(63) omnis vallis implebitur . . . et erunt prava in directa et aspera in vias planas (Lc 
3:5)
 （あらゆる谷は満たされ、……曲がったものは真っ直ぐなものに







　従って (2) の in directoは「公正において（をもって）」ではなく、「真っ





ごとく、(14) の ἐν εὐθύτητιは場所的な意味で用いられているのではない
ため、それを訳した (2) の in directoも場所的な意味で捉えられるべきでは
ない。
　結論として、PsGall 25:12の in directoは「真っ直ぐに」という意味で用
いられているが故に、古英語の詩篇行間注解 G, I, J, Kにおいてそれに対
して与えられている「真っ直ぐな道に」という場所的な意味を表す注解は、
原文のラテン語が表す様態的な意味を反映していないと言える。
） R. Weber, Le Psautier Romain et les autres anciens Psautiers latins, Collectanea 
Biblica Latina 10 (Roma, 1953).　古英語のテキストの略記と引用の仕方は、原
詩篇25:12における in directoの古英語訳について
則として、DOE (The Dictionary of Old English: A-H on CD-ROM (Toronto, 
2017)) に従い、ラテン語のテキストのそれは、原則として、同辞典または




） R. Weber et al., Biblia Sacra iuxta vulgatam versionem, ed. quinta (Stuttgart, 
2007).
） それぞれのテキストは以下の通りである。A = The Vespasian Psalter, S. M. 
Kuhn (Ann Arbor, 1965); B = Der altenglische Junius-Psalter, E. Brenner, AF 23 
(Heidelberg, 1908; Nachdr. Amsterdam, 1973); C = Der Cambridger Psalter, K. 
Wildhagen, Bib. ags. Prosa 7 (Hamburg, 1910; Nachdr. Darmstadt, 1964); D = Der 
altenglische Regius-Psalter, F. Roeder, Studien zur englischen Philologie 18 (Halle, 
1904; Nachdr. Tübingen, 1973); E = Eadwine’s Canterbury Psalter, F. Harsley, 
EETS 92 (London, 1889); F = The Stowe Psalter, A. C. Kimmens, (Toronto, 1979); 
G = The Vitellius Psalter, J. L. Rosier, (Ithaca, NY, 1962); H = The Tiberius Psalter, 
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は OLD (P. G. W. Glare, Oxford Latin Dictionary, 2nd ed., 2 vols. (Oxford, 2012)), 
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がその一方で、本稿が扱った、(2) ならびに (10)～(12) の in directoが様態的
な意味（「真っ直ぐに」）と場所的な意味（「真っ直ぐな所で（に）」）のどち
らで用いられているのかという問題については、TLLは言及していない。
52） ちなみに (14) の ἐν εὐθύτητιは、以下の Augustinus（430没）の引用に見
られるように、in rectitudineに訳されることもある。この in rectitudineとい
う表現自体は、Lewis and Shortが rectitudoに「真っ直ぐであること」







いであろう』 [25:1] と述べたからである」（‘. . . pes meus stetit in rectitudine. 
Concussus sum quidem undique scandalis et tentationibus reprehendentium iudicium 
愛知県立大学外国語学部紀要第53号（言語・文学編）
humana temeritate; sed pes meus stetit in rectitudine. Quare autem in rectitudine? 
Quia superius dixerat: Et in Domino sperans non mouebor’ (E. Dekkers et I. 





On the Old English Equivalents of in directo 
in Ps 25:12
Satoru ISHIHARA
 The in directo ‘straight’ in pes meus stetit in directo (PsGall 25:12) ‘my 
foot stood straight’ is glossed in the sense ‘on the/a straight way’ in four 
psalters with interlinear Old English glosses, e.g. fot min stod on þam rihtan 
wege (PsGlG 25.12).
 Latin in directo means not only ‘straight’ as an adverbial phrase of manner, 
e.g. et primum in directo iactatis axibus, sequentibus in transverso stratis, 
. . . (CET. FAV. 19) ‘and if the planks are laid straight first, the next ones 
strewn crosswide, . . .’ but also ‘at a straight place’ as an adverbial phrase of 
place, e.g. iubent in directo pedum VIII esse uiam, in anfracto XVI, id est in 
flexu (VARRO ling. 7, 15) ‘[the laws] order a road to be eight feet [wide] on a 
straight stretch, sixteen at an anfractum, that is, at a curve’. It is to be said, 
therefore, that the in directo in PsGall 25:12 is understood in the local sense 
when it is rendered as ‘on the/a straight way’, or interpreted with reference to 
a way, as is done e.g. by Iulianus Aeclanensis commenting on PsGall 25:12: 
. . . quemadmodum a recti tramite numquam in praua detorserim ‘. . . how I 
have never strayed from the footpath of the straight into the crooked’.
 The in directo derives from the ἐν εὐθύτητι ‘straight’ in ὁ γὰρ πούς μου 
ἔστη ἐν εὐθύτητι (Lxx Ps.25(26).12) ‘for my foot stood straight’. Greek 
εὐθύτης ‘straightness, uprightness, righteousness’ found elsewhere in the 
LXX does not occur in the sense ‘a straight place’. And ἐν εὐθύτητι can be 
used in the sense ‘straight’ as in ἐπέβη ὁ πούς μου ἐν εὐθύτητι (Lxx 
Si.51.15) ‘my foot went straight’. Moreover, εὐθύτης found elsewhere in the 
LXX Psalms is rendered by aequitas, directio or justitia, all reflecting the 
sense ‘uprightness, righteousness’ of εὐθύτης, and never by directum. 
Finally, directum found elsewhere in the Vulgate does not occur in the sense 
‘uprightness, righteousness’. These facts enable us to say that the ἐν 
εὐθύτητι in Lxx Ps.25(26).12 is used in the sense ‘straight’.
 Thus we can conclude that the in directo in PsGall 25:12 means ‘straight’, 
and accordingly that its sense of manner is not reflected in the Old English 
glosses in the local sense of ‘on the/a straight way’.
